
５．採択プロジェクト一覧
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対象
物質

技術分類
(CO2回収) 採択候補のプロジェクトとＰＭ

炭素 バイオマス
（陸上）

「炭素超循環社会構築のためのDAC農業の実現」
【PM】農業・食品産業技術総合研究機構 矢野 昌裕 シニアエクゼク
ティブリサーチャー

炭素 バイオマス
（陸上）

「遺伝子最適化・超遠縁ハイブリッド・微生物共生の統合で生み出す
次世代CO2資源化植物の開発」
【PM】産業技術総合研究所 光田 展隆 副研究部門長

炭素 バイオマス
（水圏）

「機能改良による高速CO2固定大型藻類の創出とその利活用技術の開発」
【PM】京都大学 植田 充美 特任教授

炭素 炭酸塩化
「岩石と場の特性を活用した風化促進技術“A-ERW”の開発」
【PM】早稲田大学 中垣 隆雄 教授

炭素 炭酸塩化
「LCA/TEAの評価基盤構築による風化促進システムの研究開発」
【PM】産業技術総合研究所 森本 慎一郎 チーム長



18※金額、内容は、今後、契約締結する過程の見直しで変更される場合がある。

世界陸地の1/10 を占める農地でのCO2吸収速度を飛躍的に向上するため、水稲、トウモロ
コシ、ソルガムの品種開発に必要な遺伝子の単離・選定、ならびにゲノム編集等を用いた遺
伝子改変素材の開発を行い、近縁野生種との交雑後代から育種素材を作出する。また、作物
残渣分解および根圏炭素貯留の評価技術や茎葉セルロース等の回収・利用技術を開発する。

提案時の研究概要

農業・食品産業技術総合研究機構、
名古屋大学、東京農工大学、東京大学、
京都大学、信州大学、理化学研究所、
埼玉大学、滋賀県立大学、朝日アグリア(株)

提案時の研究体制

5億円（上限）※

提案時の金額

矢野昌裕
農業・食品産業技術総合研究機構
シニアエクゼクティブリサーチャー

PM

炭素超循環社会構築のためのDAC農業の実現



19※金額、内容は、今後、契約締結する過程の見直しで変更される場合がある。

ゲノム編集により木質・細胞壁成分を増強させた針葉樹や温帯型早生樹、新イネ科バイオマ
ス植物の開発に加え、それらの栽培適地を超遠縁ハイブリッド作成技術により拡大させる。
さらに、植物のバイオマス生産を増強させるような微生物の探索とその適用技術を開発する。

提案時の研究概要

産業技術総合研究所、
東京都立大学、住友林業(株)

提案時の研究体制

5億円（上限）※

提案時の金額

光田展隆
産業技術総合研究所
副研究部門長

PM 

遺伝子最適化・超遠縁ハイブリッド・微生物共生
の統合で生み出す次世代CO2資源化植物の開発



機能改良による高速CO2固定大型藻類の創出と
その利活用技術の開発

20※金額、内容は、今後、契約締結する過程の見直しで変更される場合がある。

陸上植物よりCO2固定能が高い大型藻類の選抜・育種の他、それらのCO2固定能加速に向け
たCO2固定酵素遺伝子系のゲノム編集と編集株の作製を行う。また、微生物機能を利用した
大型藻類の利活用技術向上も行う。

提案時の研究概要

京都大学、三重大学、
Green Earth Institute(株)、
関西化学機械製作(株)

提案時の研究体制

5億円（上限）※

提案時の金額

植田充美
京都大学 特任教授
PM 



岩石と場の特性を活用した風化促進技術
“A-ERW”の開発

21※金額、内容は、今後、契約締結する過程の見直しで変更される場合がある。

早稲田大学、北海道大学、
京都府立大学、
三菱重工エンジニアリング(株)

提案時の研究体制

5億円（上限）※

提案時の金額

中垣隆雄
早稲田大学 教授
PM 

提案時の研究概要
岩石の特性に合わせた採掘・粉砕の前処理に加え、工業的方法、場の選定、耕作地散布のベ
ンチスケール試験を行い、それぞれのCO2吸収速度・固定量およびコベネフィットの予測モ
デルを構築する。これを基にパイロ ット実証規模へのスケールアップ設計のための方法論
を確立する。また、国際的な認証・標準化に資する炭素会計情報基盤を整備する。



LCA/TEAの評価基盤構築による風化促進
システムの研究開発

22※金額、内容は、今後、契約締結する過程の見直しで変更される場合がある。

大気中の希薄なCO2を苦鉄質岩等の炭酸塩化（風化現象）によって吸収し、生成した炭酸マ
グネシウム等の炭酸塩を利活用するトータルシステムを開発する。また、そのシステムの評
価基盤を開発し、LCA（Life cycle assessment）とTEA（Techno-economic assessment）
の観点から最適化を行う。

提案時の研究概要

産業技術総合研究所、九州工業大学、
理化学研究所、(株)大林組、
AGCエスアイテック(株)

提案時の研究体制

5億円（上限）※

提案時の金額

森本慎一郎
産業技術総合研究所
環境・社会評価研究チーム長

PM 



６．研究開発の進め方等について(社会実装の方策等)
６.１社会実装等の方策（橋渡し、民間との連携、

民間投資）(助言事項)
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PD
山地憲治

RITE 理事長

MSマネジメント会議

補佐・支援 サブPD
・ＰＤの指名する専門家

第二分科会
(GHG(微生物))

第一分科会
(GHG(化学プロセス))

・金沢大児玉PM（固体吸収）
・東大杉山PM
（物理吸着、液体吸収）

・東大野口PM（炭酸塩化）
・名大則永PM（液体吸収）
・東北大福島PM
（膜分離、固体吸着）

・九大藤川PM（膜分離）

・AIST 加藤PM
（微生物・電気化学）

・東北大南澤PM
（微生物(N2O、CH4)）

サブPD
稲葉 敦
日本LCA推進機構理事長

サブPD
石井正治
東京大学大学院教授

サブPD
窪田好浩
横浜国立大学大学院教授

第三分科会
(窒素化合物)

サブPD
土肥義治
東京工業大学名誉教授

第四分科会
(海洋プラスチック)

・AIST 川本PM
（触媒化学(NOx)）

・東大脇原PM
（触媒化学(NOx)）

・東大伊藤PM
（スイッチ機能）

・群馬大粕谷PM
（スイッチ機能）

・JAIST 金子PM
（スイッチ機能）

・各分野の専門家
（企業の委員等を
含めて選定）

・各分野の専門家
（企業の委員等を
含めて選定）

・各分野の専門家
（企業の委員等を
含めて選定）

・各分野の専門家
（企業の委員等を
含めて選定）

※特にELSIの観点に留意して
委員を選定



６．研究開発の進め方等について(社会実装の方策等)
６.２国際連携促進 (助言事項)

24

※ 世界のリーダーが一堂に会して技術イノベー
ションによる気候変動対策を協議することを
目的として、 2014年以降、日本政府主導の
国際会議として毎年東京で開催。約80の国及
び地域からハイレベルな有識者が参加。

ICEF※サイドイベントの様子

出典）https://www.nature.com/articles/d42473-020-00521-1

PMによる国際連携の例
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